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◇暦の上では春を迎え，成果のとりまとめや新しい出発への準
備など，皆さまお忙しくされていることと思います．
◇「とびら」では，北海道支部副支部長の木村─須田廣美先生
が『「半導体」 と 「食料基地」 と 「分析化学」 と 「教育」 と…』
と題し，熊本県で開催された年会において受けた刺激を北海
道での研究や教育，産業の活性化のために展開すべくワクワ
クされている様子が伝わってきました．また，先生の『「分
析化学」で何ができるのか？」』という問いは，日本各地の
様々な分野に分析化学が貢献できる種子が眠っていることに
気づかされました．
◇「リレーエッセイ」では，東京電機大学の武政誠先生が「多
糖類周辺の分析化学」と題し，大学時代から独立して研究室
運営に至るまでの刺激的な出会いや研究環境，挑戦的な研究
テーマについてご紹介いただいています．「日夜切磋琢磨」
されている様子が生き生きと伝わってきて，研究を進める上
で，人との「繋がり」の大切さを改めて感じました．

 〔H. T.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　　　

　学会の活用法   安田 純子

〈入門講座〉　データ解析：定量・定性からビッグデータの解析まで

　分析法バリデーション

　  斎藤 嘉朗・柴田 寛子・石井 明子

〈解　　説〉　　　　

　透過電子顕微鏡による固体触媒材料の高分解能観察

　  日吉 範人

〈ミニファイル〉　非破壊・固体分析

　走査電子顕微鏡法   熊谷 和博

〈話　　題〉　　　　

　海洋試料のアルギン酸分析に向けて

　  大木 淳之・藤田 雅紀
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🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．
　〒107─0052　東京都港区赤坂 9─6─41　乃木坂ビル 3階
　　　　　　　  一般社団法人 学術著作権協会
　FAX：03─3475─5619　E-mail：info@jaacc.jp

　なお，複写以外の許諾（著作物の転載願い等）は，学著
協では扱っていませんので，直接日本分析化学会へお尋ね
ください．
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